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公益財団法人名勝依水園・寧楽美術館 

令和４年度事業報告 

Ⅰ．公益目的事業の状況 

１．入園者数について 

庭園事業および美術館事業の最近３年間の入園者数および入園料売上は以下の表の通り

である。また最近１０年間の日本人、外国人別年間入園者数は図の通りである。 

令和４年度は、4月 1日（金）から 10月 12日（水）まで昨年度同様火曜日定休、水曜日

臨時休園・休館とした。10月 13日（木）以降はコロナ沈静化に伴い従来通り火曜日のみ定

休とした。 

 

 

   料金区分 
令和 

２年度 

令和 

３年度 

令和 

４年度 

対前年度 

比 

入
園
者
数
（人
） 

一般 

(@1,200)  

6,914  6,793 13,012 191.6 ％ 

高・大学生 

(@500) 
679  800 2,035 254.4 ％ 

小・中学生 

(@300) 
327  672 1,603 239.3 ％ 

特別（一般障が

い者）(@500) 
703  743 １,108 149.1 ％ 

高・大学生、小・

中学生（一般障

がい者）(@500) 

0 0 4 -  

団体 

(@1,000) 
1,738 2,669 7,209 270.1 ％ 

合計 10,361  11,677 24,971 213.8 ％ 

外国人 

（内数） 
613  525 9,835 1,873.3 ％ 

入園料売上 

（円） 
10,855,200 11,838,980 24,801,375 209.5 ％ 



 2 

営  

業 

日 

数

（日） 

 施設 
令和 

２年度 

令和 

３年度 

令和 

４年度 
対前年度比 

庭園 240 257 262 + 5 日 

美術館 201 190 190 0 日 

三秀 240 257 262 + 5 日 

(注 1 ) 令和 2年 4月 1日から料金区分変更に伴い、従来の 15名以上の団体扱いを中止 

していた(ただし、料金割引提携を行っている団体には、団体料金を適用。)が、 

令和 4年 4月 1日より 15名以上の団体扱いを再開した。 

(注 2 ) 令和 2年度上期は、4月、5月を休園・休館とした。 

(注 3 ) 令和 3年度は、令和 3年 5月 19日から火曜日の定休日以外に水曜日を臨時休園・

休館とした。 

(注 4 ) 令和 4年度は令和 3年度に引き続き、4月 1日（金）から 10月 12日（水）まで

火曜日定休・水曜日臨時休園・休館とした。また、9/20(火)～9/27(火)と 12/ 26

（月）～1/14(金）は庭園整備期間として閉園・閉館した。 

 

最近１０年間の入園者数合計および、日本人、外国人別入園者数はそれぞれ以下の通りであ

る。また、過去１０年間の月別入園者数は別紙のとおりである。 
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 令和４年度の入園者数は、前年度に比べ日本人だけでなく、下期の外国人の増加もあり 

２１３．８％と倍増している。新型コロナウイルスの影響がなかった平成３０年度（70,761 

人）と比べると３５．２％と約１／３であるが、昨年度の平成３０年度比１６．５％にくら 

べ大幅に回復してきている。 

 団体料金区分が大幅に増加しているのは、美術館休館中の一般客の料金区分は一般 

（@1,200 円）から団体（@1,000 円）料金となり、この美術館休館中の１月～３月に外国人 

入園者が大幅に増えた（対前年 5,452 人増）ことと、ＪＡＦ会員割引扱い増加した（ＪＡＦ 

会員取扱は、令和 3 年度 1,634 人、令和 4 年度 2,138 人。取扱いは令和２年１０月１日よ 

り。）ことによる。 

  

日本人と外国人別の数字をグラフ化すると以下の通りである。 
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日本人入園者数は、昨年度に比べ３月を除いて各月上回っており、年間での比較では、 

１３５．７％となっている。今年度は、長く続いた外出自粛の反動もあり４月・５月・６月

の一般客の増加に加えて、小・中・高生の修学旅行が回復してきたことも増加の要因の一つ

である。しかしながら、秋のシーズンの１０月・１１月はコロナ前の平成３０年度に比べて

４８．０％に留まっている。また、年度を通してもコロナ前の平成３０年度に比べて４９．

０％に留まっている。 

外国人入園者は、当初国内在住あるいは駐在員等であったが、規制緩和が６月１日から上

限２万人、９月７日から上限５万人、１０月１１日から上限なしとなり、この規制緩和にあ

わせて外国からの来園者が徐々に増えてきた。特に年度末になって急激に増えている。３月

に至っては、コロナ前の平成３０年度（平成３１年３月）の３，６６８人に対し今年度

は４，４８４人と２２％上回っている。 

 

２．美術館活動について 

（１）企画展 

庭園同様、定休日火曜日に加え、令和４年 ４月１３日（水）から令和４年１０月１２日

（水）まで、水曜日を臨時休園（休館）とした。１０月１３日（木）以降の水曜日は開園

（開館）とした。 

【前期展】 
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＜企画室＞ 

テーマ：「きこえる美術」 

会  期：令和４年４月７日（木）～７月２５日（月）                全８２日間 

＊火曜定休日 但し 5/3(火祝)は開園（開館）し 5/6(金)は休園（休館）とした。 

＊6/1(火)は依水園開園記念日のため開園（開館）した。 

    ＊期間中水曜日は休園、休館とした。 

概 要：“音”を想像させる美術作品を集めた展覧会を開催し、美術鑑賞の新たな側面

を提示した。実際に展示会場で音は聞こえずとも、作品の世界に思いを巡らせ

ると、水や木の葉の揺れる音、人や動物の声・楽器の音・湯の沸く音、または

降り積もる雪の中の静寂など、さまざまな音の世界を感じとることが出来よ

う。本展では、作品に込められた音を意識的に聴き、想像の世界を広げようと

する試みをおこなうことで、ひとりひとりの豊かな鑑賞の一助となるよう展

示や表示方法に工夫を凝らした。 

入館者数 ３，６１２人 

展示内容：佐波
さ は

理
り

大銅鑼
お お ど ら

/青銅
せ い ど う

鐘
しょう

/五人囃子
ご に ん ば や し

人形
にんぎょう

/養老飛
よ う ろ う ひ

泉図
せ ん ず

/蒔絵
ま き え

君
き み

ケ代
が よ

棗
なつめ

/青
せ い

銅盤
ど う ば ん

龍座
り ゅ う ざ

獣帯
じゅうたい

鏡
きょう

/五
ご

馬図
ば ず

丸平
ま る ひ ら

釜
が ま

/墨蹟
ぼ く せ き

「麟
り ん

鳳
ぽ う

亀
き

龍
りゅう

」他       《展示数２５点》 

＜常設室＞収蔵品のうち優品をテーマを設けず展示 

展 示 内 容 ： 白磁印
は く じ い ん

花
か

双魚
そ う ぎ ょ

文
も ん

鉢
は ち

/ 白磁
は く じ

長頸
ちょうけい

瓶
へ い

/ 青磁不遊環
せ い じ ふ ゆ う か ん

耳
じ

瓶
へ い

/ 青
せ い

花
か

蓮華
れ ん げ

唐草
か ら く さ

文
も ん

碗
わ ん

/     

辰砂
し ん し ゃ

青
せ い

花
か

壽
じ ゅ

福
ふ く

字
じ

瓶
へ い

/集王聖教序帖
しゅうおうしょうぎょうじょじょう

/化度寺碑帖
け  ど  じ  ひ  じょう

(朱笥
し ゃ し

河本
か ぼ ん

)/化度寺碑跋文帖
け  ど  じ  ひ ば つ ぶ ん じ ょ う

(元十三家
げんじゅうさんけ

旧跋
きゅうばつ

)                  《展示数 ８点》 

  ◆特別陳列 重要文化財 田能村竹田 亦復一楽帖 第三図「屏
へ い

居
き ょ

山中
さんちゅう

」 

   展示期間４月７日 (木) ～４月２２日 (金) 

【後期展】 

 ＜企画室・常設室＞ 

テーマ：「雑器から茶陶へ －焼き締め陶とその源流－」 

会 期：８月１１日（木）～１２月２５日（日）         全１０３日間 

    ＊9/20(火)～9/27(火)は庭園整備期間で閉園・閉館とした。 

      ＊10月 12日（水）まで、火曜定休・水曜臨時休園（休館）とした。 

＊10月 13日（木）以降は、通常の火曜のみ定休日とした。 

  概 要：自然降灰による風合いが魅力の焼き締め陶を紹介する展覧会を開催した。 

焼き締め陶のルーツである須恵器
す え き

など土器に始まるやきものの歴史や、対 

極にある青磁や白磁との比較、侘び茶の隆盛によって日用雑器が客をもて 

なす茶の湯の器｢茶
ちゃ

陶
とう

｣として見出されてゆく価値観の転換など、日本独自 

に発展した焼き締め陶の巧まざる美について７章構成で迫った。 

入館者数 ８，６６９人 

      展 示 内 容 ： 須恵器
す え き

蓋杯
ふ た は い

/ 印
い ん

花
は な

文
も ん

土器蔵
ど き ぞ う

骨器
こ つ き

/ 青磁
せ い じ

袴
はかま

腰
ご し

香炉
こ う ろ

/ 高麗
こ う ら い

土器
ど き

浄
じょう

瓶
へ い

/
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漢作唐物肩衝
か ん さ く か ら も の か た つ き

茶入
ち ゃ い れ

 銘
め い

佐伯
さ え き

/褐釉
か つ ゆ う

瓶
へ い

(南蛮花入
な ん ば ん は な い れ

)/ 焼締耳付花入
や き し め み み つ き は な い れ

 他 

《展示数５５点》 

   ◆特別陳列 重要文化財 田能村竹田 亦復一楽帖 第四図「山居
さんきょ

四月
し が つ

」 

     展示期間１１月２日（水）～１７日（木） 

※美術館は、令和 5年 1月～3月末までイベント等開催の為閉館とし、その間学芸部は 

美術品の資料整理及び次回展示の準備と研究期間とした。 

（２）依水園開園記念日特別展示 

令和４年６月１日（水）    入園料金：５００円 

    平成２７年度より開始した、６月１日の開園記念日を割引料金とする企画を今 

年も継続して実施した。ただし、例年美術館外廊下に依水園のあゆみパネルを設置 

するが、昨年に続き今年も密を避けるため中止とした。また同様に、この日の恒例 

行事となっていた煎茶美
び

風流
ふうりゅう

家元中谷美風
び ふ う

氏による煎茶道を体験するイベントも中 

止とした。  

入園場者数 １５６人 

（３）所蔵品の閲覧 

①作 品：天発神讖碑帖
てんぱつしんしんひじょう

(劉世珩本
りゅうせいこうぼん

) １点  

目 的：研究のための調査（全頁調査・写真撮影） 

   閲覧者：下田
し も だ

章
しょう

平
へい

氏(相模女子大学)・早川
はやかわ

桂史
よ し お

氏(相模女子大学) 

   閲覧日：令和４年４月１０日(日) 

②作 品：(加藤輝雄氏寄贈)谷
たに

 聴
ちょう

泉
せん

 関係資料 印章印譜
い ん ぷ

等  ６７点  

目 的：調査・鈐印
けんいん

・写真撮影        （鈐印
けんいん

：印をおすこと） 

   閲覧者：上田久
う え だひ さ

雄
お

氏（富山県在住 谷聴泉の研究者） 

   閲覧日：令和４年９月１３日(火) ～９月１５日(木) 

③作 品：中国陶磁龍
りゅう

泉
せん

窯
よう

作品         ５件 

青磁
せ い じ

蓮
れ ん

弁
べ ん

文
も ん

多嘴
た し

壷
こ

/青磁
せ い じ

袴
はかま

腰
ご し

香炉
こ う ろ

/青磁貼
 せい じ ちょう

花
か

牡丹
ぼ た ん

文
も ん

瓶
へ い

/青磁
せ い じ

蓮
れ ん

弁
べ ん

文
も ん

碗
わ ん

/    

青磁不遊環
せ い じ ふ ゆ う か ん

耳
じ

瓶
へ い

  

目 的：龍泉窯中国陶磁器の調査 

   閲覧者：徳留
とくどめ

大輔
だいすけ

氏(出光美術館)、山
やま

田
だ

正
まさ

樹
き

氏(静嘉堂文庫美術館)、 

        梶山
かじやま

博史
ひ ろ し

氏(中之島香雪美術館) 

（出光美術館の事業助成を申請した個人３名による共同研究 

閲覧日：令和５年１月１８日(水)  

（４）作品の預かり (寄贈意向作品) 

①預 か り 日：令和４年４月１０日 

預 け 主：北村昭斎氏（漆芸家、重要無形文化財保持者） 

  預かり作品：軸物「かしくに宝珠図
ほ う じゅ ず

」円
えん

能
のう

斎
さい

・淡々斎合
たんたんさいがっ

筆
ぴつ

  １点 

経   緯：昭斎氏の祖父である北村久斎(漆芸家)と、明治時代の依水園主 關藤次
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郎との関係を示す資料として寄贈意向の旨申し出があったので調査のた

め預かった。 

②預 か り 日：令和４年１１月１２日 

預 け 主：藤澤千曲
ち く ま

氏（書家） 

預かり作品：杉聴
すぎちょう

雨
う

・田能村直 入
ちょくにゅう

・長尾
な が お

雨山
う ざ ん

ら軸物/扁額等   １４点 

経    緯：千曲氏の父である藤澤赤心
せきしん

(書家/篆刻家)は、当館初代評議員園田
そ の だ

湖
こ

城
じょう

 

      に師事していた。赤心の収蔵品のうち依水園に関係する人物の作品寄 

贈意向の旨申し出があったので調査のため預かった。 

（５）助成金申請 

申 請 先：（公財）住友財団 文化財維持・修復事業助成金 

 申請事業名：「寧楽美術館所蔵青銅製品修復事業」 

   申 請 額：１年目 １７３万円   （５ヵ年総額 ９６３万円） 

           （別紙：修理作業費と修理作品数 内訳表参照） 

修復期間  ：令和５年度～令和９年度（５ヵ年計画）  

作      品：１４４点(青銅器・鏡・帯鉤・武器等） 

申 請 日：令和４年１１月２８日 

 修 復 業 者：古美術修理 すぎもと  

＊前理事長脇坂先生紹介、過去に柳澤家由来の鐙
あぶみ

と鞍
くら

の金箔剥がれを修復。 

 推 薦 文：泉屋博古館 廣川
ひろかわ

 守
まもる

氏 

        京都大学 人文科学研究所 岡村 秀
ひで

典
のり

氏  

       ＊両氏とも平成 23年 12月～24年 6月に行われた公益財団法人泉屋博物 

館による弊館所蔵青銅製品（青銅器・鏡・帯
たい

鉤
こう

・武器含む)の調査に 

携わる。 

 申 請 結 果：令和５年３月８日 不採用通知 

 不採用理由：不明  

（６）調査のための預かり 

①永井
な が い

信
のぶ

尚
ひさ

氏より(昨年度より継続) 

祖父の永井青谷
せいこく

氏(俳人)と中村準策・梶原
かじわら

緋
ひ

佐子
さ こ

(画家・中村準策後妻ふきの妹)ら

との書簡や葉書を継続借用し調査。 

預かり期間：令和３年１１月１８日 ～ 

②北村昭斎氏より 

祖父の北村久斎氏(漆芸家)の遺品より、關藤次郎を含む明治大正期の奈良の文化

人に関する資料を研究のため借用(北村久斎の大福帳・吉田包
しゅん

春
ほう

関係の葉書・和歌

詠草
えいそう

短冊
たんざく

・扇子など)。 

預かり期間：令和４年４月１０日 ～/ ６月３０日～ 
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③芝原
しばはら

 章
あきら

氏より  

祖父の芝原二郎
じ ろ う

氏(奈良の建築士）が設計した当財団設立当初の寧楽美術館(戦時

下で建設できず)設計図一式を研究のため借用。 

当財団設立者 中村準策の美術館構想や当時の庭園の様子を知る貴重な資料をデ

ータ化して保管。 

預かり期間：令和４年４月２７日～ 

 （７）保存修復 

 ①作  品：狹
さ

川
がわ

明 俊
みょうしゅん

「一片
いっぺんの

氷
ひょう

心 在
しんぎょっこ

玉
に

壺
あり

」      軸 一幅 

   修復内容：しみ抜き、裏打のやり直し（虫食い・日焼け） 

     修復業者：表具師 糊
こ

田
でん

荘
そう

 

     費  用：５５,０００円 

  ②作  品：阪
ばん

 正臣
まさおみ

 「春日
はるのひに

詠夕
ゆうばいを

梅歌
よむうた

」          軸 一幅 

   修復内容：表具新装 

     修復業者：表具師 糊
こ

田
でん

荘
そう

 

     費  用：４０,０００円 

  ③作  品：淡々
たんたん

斎
さい

・広瀬
ひ ろ せ

拙
せっ

斎
さい

「豊年
ほうねん

 三茄子画讃
さ ん な す び が さ ん

」 軸 一幅 

   修復内容：表具新装 

     修復業者：表具師 糊
こ

田
でん

荘
そう

 

     費  用：４３,０００円 

 （８）「依水園のひなまつり」の開催 

平成３０年度の初回から引き続き今年度も「依水園のひなまつり」を開催。 

期 間：令和５年２月８日（水）～３月５日（日）         ２３日間 

場 所：主屋立礼の間・藤の間 

観覧料：１，２００円（入園料を含む） 

内 容：「曲水の宴」の平飾りのひな人形・五段飾り稚児雛人形 

        新型コロナウイルス対策として、定員 10名とし、チェックポイントのパ 

ネルを増やすことで極力職員による説明をなくした。 

展示品は、依水園の前所有者である關 藤次郎が孫娘の初節句に贈った 

「曲水の宴」の平飾りひな人形をはじめとして、稚児雛、市松人形等、關  

藤次郎の縁者より当財団に寄贈されたものである。 

入場者数 ２，３０６人 

入場者数は昨年度８３２人に対して今年度は２，３０６人と１，４７４人増（１７

７％増）となった。開催期間は２４日から２３日と 1日減となったが、一日あたりで

は３５人から１００人に増えている。 
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 ３．広報宣伝、営業企画活動等について 

 （１）プレスリリース 

美術館企画展（前期・後期）、依水園開園記念日、依水園のひなまつり等催しに 

    関してプレスリリースを実施した。 

（２）リーフレット作成 

美術館企画展（前期・後期）、お茶室見学会、依水園のひなまつりに関してリー 

    フレット（A４両面）を作成し市内観光案内所、ホテル等に配布を依頼した。 

（３）職員による庭園案内を令和２年６月より再開 

新型コロナウイルス感染防止のため、お客様には積極的にアプローチを行なっ 

ていない。 

（４）Twitterを令和２年１１月から、Facebookを令和２年１２月から開始し現在も継続

して実施している。 

（５）ホームページ 

平成３０年度から令和４年度までの依水園 HP 訪問者数は下記グラフの通りであ

る。 

 

 

令和４年度の合計アクセス数は、156,014件であり前年度に比べて１１２％であっ

た。薄青色の令和４年度のグラフは、１月以降は濃い青色のコロナ前の平成３０年度

0

5000

10000

15000

20000

25000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

依水園HP訪問者数
令和０４年度

令和０３年度

令和０２年度

平成３１年度

平成３０年度
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を大きく上回っている。HP のアクセス数が入園者数の先行指標と考えると令和５年

度の入園者数はコロナ前を大きく上回ることを期待させる。 

今期のホームページの花だよりは合計３９枚の開花状況の写真の更新（前年度２

９枚）を行った。 

（７）トリップアドバイザー（https://www.tripadvisor.jp） 

依水園は、2019,2020 年は、世界最大の旅行サイト「トリップアドバイザー」のト

ラベラーズチョイス（いわゆる殿堂入り）に選ばれた。しかし 2021,2022 年には入

園客のコメントが減ったためか選ばれていない。同様の理由でか、奈良市の観光地ベ

スト１０の中でも 2021 年は７件がこれに選ばれたが 2022 年は、東大寺、奈良公園、

興福寺の３件のみである。コメントが少ないため、評価の変化は少ないが、令和５年

５月７日現在ではこの 1 年でとても良いが１件、良いが４件増加、普通以下は増加

なしで、その結果４９０件中とても良い３０４、良い１２５、普通５１、悪い９、と

ても悪い１、で平均４．５となった。 

コメントの言語別は英語２７８（２増），日本語８８（１増），中国語（簡）６８（増

減なし）、中国語（繁）６６（増減なし）、フランス語３２（増減なし）、イタリア語

２４（１増）、スペイン語２１（増減なし），他４４（ポルトガル語、ドイツ語、ロシ

ア語等、増減なし）、総計６２１（４増）でこれもほぼ同じ。 

最新コメントは、イギリス人カップルによる「とても良い」（五つ星）で、 

Scenic and colourful park 

A short walk from Nara park, the Isuien garden is well worth a visit. Entry price 

is 1200 yen. With its sculpted trees, ponds and bridges, the gardens must be 

beautiful at any time of year. At the time of our April visit, the garden was a riot 

of colour. A multitude of rhododendron bushes were in full bloom adding an extra 

dimension to this serene garden. 

（Google 翻訳） 

風光明媚でカラフルな公園 

2023 年 4 月 • カップル・夫婦 

奈良公園から少し歩いたところにある依水園は一見の価値があります。入場料は

1200 円。彫刻が施された木々、池、橋がある庭園は、一年中いつでも美しいに違い

ありません。 4 月に訪れたとき、庭園は色とりどりでした。たくさんのシャクナゲ

の茂みが満開で、この穏やかな庭園に特別な次元を加えていました 

奈良市の観光地での順位は、依水園は３年連続９位で、ベスト１０は、東大寺、奈

良公園、春日大社、奈良県猿沢ビジターセンター＆イン、興福寺、唐招提寺、東大寺

二月堂、依水園、奈良国立博物館、薬師寺の順、東大寺と奈良公園の順位が入れ替わ

り、薬師寺がベスト１０入りした。 

 

https://www.tripadvisor.jp/
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４．補助金事業について 

今年度は、屋外の自動火災報知設備工事・消火設備工事の補助金事業が認められ実施し 

た。 

事業費１８,４００千円（内訳 9,200 千円が文化庁補助額、2,760 千円が県補助額、

2,024 千円が市補助額、4,416 千円が当財団負担額 ） 

参考① 令和２年度は、柳生堂の屋根葺き替え及び修理、蔵の修理の補助金事業実施。 

事業費 19,984 千円（内訳 11,990 千円が文化庁補助額、2,997 千円が県補助額、2,797

千円が市補助額、2,200 千円が当財団負担額 ） 

参考② 令和３年度は、令和２年度に引き続き柳生堂の屋根葺き替え及び修理の補助金

事業実施。 

事業費 24,000 千円（内訳 14,400 千円が文化庁補助額、3,600 千円が県補助額、2,640

千円が市補助額、3,360 千円が当財団負担額 ） 

 

５．文化活動について 

（１）依水園文化講演会 

   例年講師を招いて行っている文化講演会は、昨年度に引き続き新型コロナウイル 

  スの影響により中止とした。 

（２）庭園大研究会 

   当財団主催の事業として１６年目を迎えた、庭師育成の為の「庭園大研究会」は講

師牧岡一生氏（庭舎 MAKIOKA代表）の講義、実習とお茶・お花の実習による月例（月

1 回第 2 日曜日）の講習会を約２０名の受講者を対象に継続開催中である。今年度

の実施月は９月、１０月、１１月、１２月、令和５年３月の計５回。 

（３）お茶室見学会 

平成２５年度より例年２月に奈良市主催で開催されている珠光茶会開催時期に合

わせて、園内の茶室を公開する「依水園お茶室見学会」を今年度も開催した。通常公

開していない建物内部を見学できる機会として好評を得ている。今年度も前年度同

様新型コロナウイルス対策を行い予約制、１日の回数を２回、定員を 1 回 6 名まで

として開催した。 

期 間：令和５年２月８日（水）～２月１２日（日）          ５日間 

時 間：午前の部 10：30 ～、午後の部 13：30 ～(所要時間 80分)     

定 員：１回６名以内  要予約 

参加費：３，８００円 

内 容：裏千家十二代 又玅斎の指導により、明治時代に造られた清秀庵や氷心亭の

内部を、解説を交えて案内。さまざまな自然の素材を組み合わせてつくられ

た数寄屋建築の魅力を説明する。また、一般公開に先駆けて依水園ゆかりの

ひな人形を見学する。             参加者数 ５８人 
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参加者数は昨年度３８人に対して２０人、５３％増加した。（期間中見学会実施回数 

昨年８回⇒今年１０回） 

（４）「奈良工芸の粋」展 

期 間：令和５年３月１６日（木）～３月２０日（月）         ５日間 

平成２９年度より毎年３月に奈良新聞社が主催する、「奈良工芸の粋」展会場として

当園の美術館、主屋、茶室等を貸出し、奈良漆器、赤膚焼、一刀彫等の奈良の工芸品

の展示、販売、茶席開設に協力している。今年度も奈良工芸の発展を支援するため

会場として美術館、主屋、茶室等の貸出を継続して行った。 

 入館者数 ２，３５１人 

開催期間は昨年と同じ５日間で、入館者数は昨年１，３４１人に対して１，０１０人、

７５％増加した。 

 

Ⅱ．収益事業の状況 

令和４年度の収益事業のうち、飲食事業の売上、費用、損益はそれぞれ以下の通りであ

った。 

【前年比較】 

収益（含む雑収益）  ９，７７２千円（前年度 ５，５８５千円）前年度比 １７５ ％ 

費用        １０，８０５千円（前年度 ９，０６８千円）前年度比  １１９ ％ 

損益       △１，０３３千円（前年度△３，４８２千円）前年度比   ３０ ％ 

【平成３０年度比較】 

収益（含む雑収益）  ９，７７２千円（Ｈ30年度１３，０９３千円）Ｈ30年度比 ７５％ 

費用       １０，８０５千円（Ｈ30年度１２，２６０千円）Ｈ30年度比  ８８％ 

損益       △１，０３３千円（Ｈ30年度  ８３３千円） Ｈ30年度比△１２４％ 

今年度及び前年度の収益には雇用調整助成金がそれぞれ１，７４８千円、２，０３５千 

円含まれる。また費用にもこれに相当する金額が事業に実際に要した費用に、上乗せされ 

ている。（休業補償給与として支払われている。）利益は、これらの影響を受けない。 

これらを考慮すると、収益（売上）は前年度比倍増（４，２１８千円→８，６９４千円） 

し、新型コロナウイルスの影響がなかった平成３０年度の６７％（前年度３２％）となっ 

ており、かなり回復してきている（日本人入園者は平成３０年度比４９％）。 

食事及び抹茶の売上は、前年度比較食事が９５％増、抹茶が２００％増となっている。 

費用は前年度に比べ約１，７３７千円増（１９％増）（９，０６８千円→１０，８０５ 

千円）となっている。内訳は、事業原価で約６４０千円増、給与手当で約４９０千円増、 

光熱水料費で約２８８千円増、消耗品費で約１５５千円増が主なところである。 

飲食事業の収支は、昨年度約３，４８２千円の赤字に対して、今年度は約１，０３３千 

円の赤字と赤字幅は縮小している。 

物販事業は、雇用調整助成金の影響は少ないので、これを含め収益１，００５千円（前 
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年度３８３千円、平成３０年度１，０７８千円）、費用８１２千円（前年度７３８千円、 

平成３０年度１，７０６千円）で損益１９３千円（前年度△３５６千円、平成３０年度△ 

６２８千円）と黒字となった。収益の内訳として３８５千円の寄付金収入が含まれており、 

これを除くと、１９２千円の赤字となる。 

  不動産事業は、平成３０年度から貸家４軒がすべて空き家となり、収入は館舎の家賃の 

 みである。今年度は、減価償却費、固定資産税等がほぼそのまま赤字となり、損益は１， 

０２１千円の赤字となった。空き地の活用方法については、継続検討中であり、今年度も

特に具体化はされなかった。なお、本年度中に奈良市よりの危険家屋対策の要請に応じて

家屋の取り壊しを完了している。 

 

Ⅲ．庶務事項 

１，組織・人員等 

  （１）主要事項 

    なし 

（２）人員（令和５年３月３１日 現在） 

     理事     ６名（うち常勤２名） 

     監事     ２名（非常勤） 

     評議員    ６名（非常勤） 

     職員    ３２名 

２．役員会 

（１）評議員会 

①定時評議員会（令和４年 ６月１０日 依水園会議室 ＷＥＢ会議） 

     議題 第１号議案 令和３年度財務諸表及び財産目録の承認について 

第２号議案 理事の選任について 

報告事項 令和３年度事業報告について 

     ②第 1回臨時評議員会（令和４年６月２１日 みなし決議） 

        議題 第１号議案 評議員の選任について 

（２）理事会 

①第１回理事会（令和４年 ５月２３日 依水園会議室） 

        議題 第１号議案 令和３年度事業報告書並びに財務諸表及び財産目録 

の承認について 

第２号議案 公益財団法人名勝依水園・寧楽美術館寄贈美術品等 

の受入れ規程について 

第３号議案 寄贈美術品等の受入れについて 

第４号議案 定時評議員会の招集について 

第５号議案 定時評議員会議案「理事選任」の候補者選定について 
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       報告事項 代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況報告 

    ②第２回理事会（令和４年６月１０日 依水園会議室） 

議題 第１号議案 理事長（代表理事）、館長（業務執行理事理事）及び副館 

長の選定について 

    ②第３回理事会（令和５年３月１日 依水園会議室 ＷＥＢ会議） 

      議題 第１号議案 令和５年度事業計画書(案)および収支予算書(案)並びに資 

金調達および重要な設備投資の見込み承認について 

                  第２号議案 寄付金の受入れについて 

       報告事項  代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況報告 

（令和４年度上期事業報告） 

 

Ⅳ．その他 

１．新型コロナウイルス対応について 

（１）一昨年度は、令和２年３月２９日（日）から５月３１日（日）までの２ケ月間、新

型コロナウイルス感染予防対策及び緊急事態宣言により、休園・休館を実施した。

昨年度は、令和３年５月１９日（水）より水曜日を臨時休園日とし、引き続き今年

度も４月１日から継続実施した。ただし、６月１日（水）開園記念日及び秋のシー

ズン、海外からの入国制限が撤廃された１０月１９日（水）以降の水曜日は開園・

開館した。 

 （２）新型コロナウイルス感染予防対策 

   (当園・当館の取組) 

昨年度と同様 

    ・職員は、検温発熱のないことを確認して出勤する。 

    ・職員のマスク着用、手洗い、手指の消毒徹底。 

    ・通常の清掃、消毒に加え、よく人が触れるところを随時消毒。 

    ・定期的に展示室、部屋の換気実施。 

・美術館入館者の上限を 20 人とする。お食事処三秀入店人数の上限を 20 名とす 

る。 

   (お客様に対して) 

    ・発熱等体調不良の方の入園・入館お断り。   

    ・マスク着用の協力。 

    ・他の方との距離を 2 メートル保っていただく。 

２．雇用調整助成金 

   ①申請開始日 令和２年４月分給与から 

   ②交付額   

                                                                           （円） 
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月 2020 年 5 月 6 月 7 月 10 月 11 月 

交付額 548,118 1,293,480 952,380 304,394 217,970 

月 12 月 2021 年 1 月 2 月 3 月 2020 年度合計 

交付額 196,125 228,485 64,547 204,603 4,010,102 

月 2021 年 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

交付額 292,229 298,817 548,510 861,717 621,847 

月 9 月 10 月 11 月 12 月 2022 年 1 月 

交付額 664,381 690,929 848,524 683,416 555,879 

月 2 月 3 月   2021 年度合計 

交付額 287,031 429,253   6,782,533 

月 2022 年 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 

交付額 199,521 701,271 590,269 683,267 547,804 

月 9 月 10 月 11 月 12 月 2023 年 1 月 

交付額 600,756 613,726 896,773 395,666 147,293 

月 2 月 3 月   2022 年度合計 

交付額 270,951 178,146   5,825,443 

 

３．文化庁令和３年度補正予算事業（ARTS for the future２）補助金交付申請 

①  事 業 内 容：コロナ禍からの文化芸術活動の再興支援事業 

②  申 請 日：令和４年 ８月２０日付 

③  交付決定通知：令和４年１０月１２日付  

④  補助金の額  ：３，７９６，０００円（上限） 

⑤  実績報告書提出：令和５年１２月２９日付 

⑥  最終補助金交付額：３，７７９，０００円 

なお、交付決定通知後 AFF ロゴを館内に表示する。 

４．令和３年度文化芸術振興費補助金（文化施設の活動継続・発展等支援事業） 

①   申 請 日 : 令和４年７月 ９日付  

②   交付決定通知 : 令和４年８月２４日付 

③   交付決定額 : ３０，０００円 

④  計画変更申請日：令和５年１月５日付 

⑤  変更交付決定通知 : 令和５年１月２０日付 

⑥  変更交付決定額 : １３，０ ００円（±20%） 

⑦   実績報告書提出   ： 令和５年２月１日付 

⑧   最終補助金交付額 ：１２，０００円 

５．事業復活支援金（中小企業庁） 
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① 事業内容：新型コロナウイルス感染症により大きな影響を受け、対象月の売上高が、

50％以上又は 30％以上減少した法人に、事業規模に応じた給付金を支給。 

② 申 請 日：令和４年３月２０日付 

③ 給付金額：１，０００，０００円 

④ 入 金 日：令和４年５月２日 

６．いまなら。キャンペーン２０２２プラス 

① 申 請 日：令和４年６月１２日付 

② 登 録 日：令和４年６月２６日付 

③ 利用期間： ２０２２年７年１日～２０２３年３月３１日 

（内 2022年 10月 11日～2023年 2月 28日は全国旅行支援期間） 

 ④ 実  績：９６２，０１８円 

７． 奈良県新型コロナ感染防止対策施設認証 

①  申 請 日：  令和３年８月２０日  

②  認 証 日： 令和３年９月２６日付（認証区分 ２つ星） 

③  認証更新日：令和４年８月１６日付 

以 上 

                            


